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令和６年度
第１回 地域日本語教育とうきょう推進会議

資料３第 １ 回 地 域 日 本 語 教 育 と う き ょ う 推 進 会 議



第１回 第２回

時期
（予定） 令和６年７月11日（木） 令和７年１月

内容 事業報告

令和６年度のスケジュール・議論の進め方について

内容

第１回 【体制づくりのあり方の実現に向けて】

• 体制づくりのあり方の実現に向けて、有識者の課題認識・方策についてフリーディス

カッション

第２回 第１回の議論を踏まえた、体制づくり実現のための様々な主体との連携のあり方、

国へ求めていくことなどを整理

地域日本語教育の体制づくりのあり方の実現に向けて



◆議題：東京の「地域日本語教育の体制づくり」のあり方（案）について
→「東京における「地域日本語教育の体制づくり」のあり方」を作成し、
体制づくりの方針を整理
（都）地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業に係る補助金開始
（財団）地域日本語教育コーディネーター連携会議実施開始

令和４年度

◆議題：体制づくりを進める上で必要となる人材（コーディネーター等）について
→地域がそれぞれの実情に応じた体制づくりを進めるために、
様々な主体と連携して取り組むことを議論
（都）区市町村職員向け「地域日本語教育はじめてハンドブック」を作成

（財団）日本語学習支援者スキルアップ研修実施開始

令和５年度

令和４年度、５年度は東京の地域日本語教育の枠組みについての議論を行ってきたが、

令和６年度からは地域全体で体制づくりを整備・参画するための具体的な議論にシフト

これまでの検討状況



地域日本語教育とうきょう推進会議
に名称を変更

 地域の各主体に向けて体制づくりの取り組みへの理解と参画をどのようにしたら促進できるか

 地域の様々な主体に期待される役割やその連携のあり方

 今後の体制づくりを進めていくために、国への要望事項 など議論を行っていく

【会議名の改称】

【検討内容】

東京都全域で地域日本語教育の取り組みを推進していくため、これまでの「地域日本語教育に係る調整会議」から

令和６年度の有識者会議の検討事項と名称について


